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性質,及びそれを反映 したイオン的性質を静ずる際vcは,a-Vベル'がより一層

重要であ り,且 Vベ JVをあらわVC取扱 う方法が有効であると考えられるO
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(4) 高次分布関数と Cum lanも平均の問題

東工大 ･埋 米 沢 冨 美 子

液体金属の イオン配置の高次分布鴇数vC対する系統的夜近似法を確立するた

めの ,ひとつのアプローチとして ,多体分布関数を cumulan七尾糎し,Cumu-

1an七夜高次の稚防 Bg数のみたすべ 撃必要条件を,確率論的考察及び物理 的考

察によって導 くOこれは , 高次柏露髄数の近似形が,物理的vr,要請される当然

の条件をみたしてい夜いためにおこる不都合や彊ヨ遣 った極限値をさけるためで

あ る ｡

空間の任意の点訳vc液体原子 (イオン)が存在する確率を確率変数 (ran-

d-om variablelER を使 って表現するo ER吐,点成上に蔽体原子がある凌

合には 1,ない場合には 0をとるOいま , S個の点 iil,飢2, ,炭Sに割 り

当て られた S個の確率変数がERl,ER2, IERsをとる同時確率を
LJDs(ERl'ER2' 'ERs)で与えるoL･Dsは変数 毎 1,ER2,･･.EBrsに

関して対称であるC又空間的vC均一の場合を考えるとすると,LP S はS個の位

置 親1,訳2,-,出S の絶対的な空間座榛にはよらず,相対矧を配置 (自由度

S-1)のみに依存するo LPsに対する境界条件は,

psJ ERl･ ,ERs｣.'i EisPs"Rl,ER2- ERG) 1̀)
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高次分布関数とCumularRt平均の問題

但しLPo≡ 1であるq 密度を p-◆N{/V とお くと,LPl(i)は･

LPl(E1- pf + (1-Pl(1-E) 〔2)

と怒るo s次の分布鍾数を,S次以下の Cupulant夜分布関数 ht(E-Rl･, ,

E累t･
) (t≦ S) で展開すると,†鮭に

＼

LPs(ERl- ERLQl(;+鳶 …望ts(,ERl', ER2', ,毎 t')

× hu( ER 了, ER ;', ,､摘 こl x -･･二-
(51

という形に書けるo ここで和 (t+a+ -･･･=S)控 S個の変数 勘 , ,親S

を S次以下の Clusterに分ける分け方の全てについて行 うQ又 hl(El≡

LPl(i)であるo Cumulan再 那副菜数 hslERl,･･･,ER lq)は ,空間的均一性

と,S個の変数に臣する対称性 とを考慮して,一般Vこ

hs(毎･.,ER2,････ERsう= At(訳12,爵25, ,説sJ s)

ら

x･H (2ER了 1)5= 酎

で与えられることが証明で きるo ここで Isは 12, ,武5-15)招 , (S-1う

個の相- - 標 庖j2,寓25,衰S-Isのみの- で, S渉 分 布 - p(sl(i竜1,

武2, ,畠S)の Cumulan七夜部分fvrl着目当するo

LPs を cumulantを部分に展旅した方が便利をの接,LPs のもつ情報の うち,

それより低次の-Z't(tくslあるいは スLltくS)の和や毎であらわ し切れ充い ,し

いわば R正味O,"S体の効巣が,Cumulant貴報昇敢儲 hLqの車に集約され七

いると考え られるか らであ り,叉,ダリ-ン匪教法で摂動 論を用いるような

fOrmulationの際にも,ダイソン方撃式を定義する自己エネ Jvぎ-の部分が

hLqを使って計算されるからである.更には,-Z'S･の性質か ら,ある棲隈での

hs に課せ られる条件を逐次決める上にも, rS)式の様允展開形は便利であるo

例えば 2体の確率分布関数 LP2で 立竜1- 1も2の時には
Jt.
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米沢富美子 ･配車 実

LP2rER,毎 )= hl(ER)hl(もう+h2'(ER,ER)
≡ L･Dl(ER)

とい う宴請か ら,

h2rER,ERl- LPl(ER日 LPl(ER卜 1)

(5)

(61

となることがわかる.同様vCして h5以上についてもい くつかの条件が得 られ

る｡

この榛vEして,hs(ERl,･･･EHs)あるいは スS(i:lil,･･･,町 のみたすべき

条件が得 られる｡それは叉,近似された S体相槌関数の兼備えているべ き必勢

条件で もある｡

(5) 中性単原子液体と液体金属の時空構造の差異は

2粒子間相互作間の特徴のどこを反映するか

東北大 ･工 田 中 実

古典液体の時空橿造,G(r,tl,g(r),S(G,W),S(a),更vZI速度自己相

匪張数 射 ち),そのスペクトJv等の論量には,2粗子榊 は 作用 ¢(Ri]目 尻

子 隈 ;イオン間有効相互作用)の特徴が反映 している｡

まず,希ガス液体 (A,KT e上c.)については古 くか ら Lennard.-Jones

ポテンシャ′レを @(f7li.j)にとって,統計力学的計凱 あるいは simulation

が試み られ,上記諸畳の実験的情報との比較検射が試みられて来たO

他方,液体金属内のイオン間相互作用は;伝導電子系の遮蔽効果を正しくと

り入れて始めて理解されるもので,結果は Lenna■rd.-Jones塾 よりもっと複

雑であろう｡このようvC予想される2粒子闇相互作用の特徴の差が,実験的に

得 られた上記の時空構造にかかわる静畳vE,液体金属と中性液体との場合の特

徴的差異をもち来たしてし､よしうO

まず,Johnson-Hlユtchinson-Marcrlは,実験値の 伊rr)か ら統計力学

的近似手法で 6(Riョ)を求めた07JVゴンではまさしく- Jポテシ シャ)Vで
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